
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年1月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2024年1月31日～2025年2月21日）

0.70

▲2.75% ▲4.15%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202502_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

351.69 ▲0.36% ▲1.26%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

1.43 0.08 0.25 0.55

国内債券見通し

マーケットの動き（2025年2月17日～2月21日） 日本国債利回りの推移
（期間：2024年1月31日～2025年2月21日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
17日発表の2024年10～12月の実質GDP（国内総生産）が市場予想を上回るなど、日
銀による追加利上げが意識され国内長期金利は上昇しましたが、週末に行われた衆院
予算委員会での植田日銀総裁の発言から債券は買われ、金利は上昇幅を縮めて週を終
えました。
クレジット市場は、引き続き堅調に推移しました。

情報提供資料
2025年2月25日

投資環境見通し（2025年2月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月21日

国内長期金利はレンジ内で推移
日銀総裁は1月の利上げ決定の際に、政策金利を（景気を刺激することも冷ますこと
もない）中立金利と推計される水準に引き上げていく姿勢を示しました。国内長期金
利はこれまでの上昇によって、日銀は今後１％に向けて政策金利を引き上げるとの見
方がすでに織り込まれたとみられます。当面は今回の利上げ決定による短期的な材料
出尽くし感から、レンジ内で推移するとみています。

94

96

98

100

102

24/1 24/3 24/5 24/7 24/9 24/11 25/1

NOMURA-BPI総合指数

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

24/1 24/3 24/5 24/7 24/9 24/11 25/1

10年国債利回り（日本）

5年国債利回り（日本）

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（％）


	国内債券見通し

